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来
賓
と
し
て
挨
拶
さ
れ
る 

華
僑
華
人
総
会
の
劉
勝
徳
会
長 

日本中国友好協会岡山県支部連合会結成総会 

開催される 
３
月
２０
日
（
日
）
午
前
１０
時
か
ら
、 

岡
西
公
民
館
に
て
、
標
記
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

当
日
の
参
加
者
は
二
十
三
人
で
し

た
。 コ

ロ
ナ
に
よ
る
蔓
延
防
等
重
点
措
置
は

解
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
公
民
館
に
よ

る
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
、
長
机
一
脚

に
一
人
が
座
る
、
ゆ
と
り
あ
る
会
議
と

な
り
ま
し
た
。 

発
言
さ
れ
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
熱

い
思
い
が
あ
ふ
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。 

「
倉
敷
支
部
十
五
年
の
あ
ゆ
み
」
の
発

刊
の
紹
介
も
あ
り
、
ま
た
介
護
施
設
「
い

ほ
り
」の
現
状
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。 

井
笠
支
部
（
仮
称
）
か
ら
の
出
席
も
あ

り
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 

（真
田
） 

挨
拶
さ
れ
る
宇
野
会
長 

連合会結成後の予算について説明する 

犬飼事務局長 

太
極
拳
の
表
演
と 

閉
会
の
挨
拶
を
さ
れ
る
大
本
副
理
事
長 

日中友好協会岡山支部                    お  か  や  ま                  日中友好新聞 25６１ 付録 
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 中国帰国者問題 

写真と資料展 
 

と  き：4 月 26日（火）～28日（木） 

じかん：4 月 26日（火）１０：００～１７：００ 

           27 日（水） ９：００～１７：００ 

           28 日（木） ９：００～１６：００ 

ところ：岡山市役所 1 階ロビー 

【展示内容】 

●中国帰国者問題の歴史と現状 

 ①岡山県満蒙開拓団とは 

 ②中国帰国者の介護に希望の光を 

   ③中国帰国者の日本語学習の現状 

   ④中国残留孤児国家賠償請求訴訟のあゆみ 

 

主催：日中友好協会岡山支部 

連絡先：日中友好協会岡山支部事務局長 小林軍治 

                       090-8240‐2001 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

４
月
１５
日
（金
）午
前
１０
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

犬飼 

小林 

池田 

坪井 

竹内 

大
に
は
反
対
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
上
で
、
両
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の

国
が
抱
え
る
問
題
点
を
解
決
す
る
努

力
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
信
頼
感
の
上

に
立
っ
て
相
互
理
解
を
促
進
し
、
友
好

の
心
情
を
高
め
る
文
化
活
動
、
交
流

活
動
を
は
じ
め
と
す
る
草
の
根
の
日

中
友
好
・
交
流
運
動
の
役
割
が
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

先
述
の
悪
化
す
る
国
民
感
情
に
は

一
部
の
偏
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
私
は
、
国
交
正
常

化
の
「
復
交
三
原
則
」
を
踏
ま
え
、
領

土
問
題
な
ど
歴
史
的
経
過
を
十
分
認

識
し
、
人
類
史
の
視
点
に
立
っ
て
、
日

中
友
好
、
交
流
・
理
解
の
運
動
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

  

歴
史
的
に
は
、
吉
備
真
備
の
遣
唐
使

と
し
て
の
偉
大
な
業
績
、
戦
前
の
犬
養

毅
と
辛
亥
革
命
の
指
導
者
孫
文
と
の

深
い
交
流
、
井
原
市
出
身
の
内
山
完

造
と
魯
迅
ら
と
の
友
情
と
連
帯
、
戦

後
で
は
、
日
中
国
交
回
復
に
貢
献
し

た
岡
崎
嘉
平
太
と
周
恩
来
首
相
と
の

強
い
信
頼
関
係
な
ど
岡
山
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
偉
人
が
輩
出
し
て
お
り
ま

す
。 

 

こ
れ
ら
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継

 
 

１
９
３
１
年
、
日
本
軍
が
中
国
東

北
部
を
侵
略
し
１
５
年
戦
争
に
到
っ
た

歴
史
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
か
の
ご
と

き
、
ロ
シ
ア
が
国
連
憲
章
や
国
際
法
を

無
視
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
継
続

し
て
い
る
中
、
日
本
中
国
友
好
協
会

岡
山
県
支
部
連
合
会
が
３
月
２０
日
発

足
し
ま
し
た
。
岡
山
支
部
、
倉
敷
支
部

の
１８
回
に
及
ぶ
打
合
会
を
経
て
や
っ

と
実
現
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
か
ら
５０

年
。
両
国
間
に
は
歴
史
認
識
問
題
、

人
権
問
題
、
領
土
問
題
な
ど
懸
案
事

項
が
あ
り
、
国
民
感
情
も
良
く
な
い

趣
が
あ
り
ま
す
が
、
両
国
の
友
好
交

流
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
両
国

民
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

１
９
７
２
年
の
国
交
正
常
化
の
原
点

で
あ
る
両
国
政
府
の
共
同
声
明
お
よ

び
１
９
７
８
年
の
日
中
平
和
友
好
条
約

に
基
づ
き
、
日
中
両
国
を
は
じ
め
と
し

た
ア
ジ
ア
と
世
界
の
人
々
が
、
平
和
と

友
好
を
柱
と
し
た
国
際
関
係
を
築
く

こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
国
憲
法
前
文

お
よ
び
第
９
条
の
世
界
平
和
・
不
再
戦

の
理
念
、
決
意
を
新
た
に
し
、
過
去
の

侵
略
戦
争
を
正
当
化
す
る
歴
史
認
識

お
よ
び
軍
拡
の
連
鎖
を
招
く
軍
備
拡

 

日
本
中
国
友
好
協
会
岡
山
県
支
部
連
合
会
結
成
の
挨
拶 

  
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

日
中
岡
山
県
連
合
会
会
長 

宇
野
忠
義 

 

ぎ
、
学
び
な
が
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、
日

中
不
再
戦
・
平
和
擁
護
の
諸
活
動
、
相
互
理

解
の
文
化
事
業
活
動
、
諸
分
野
で
の
交
流
活

動
、
中
国
か
ら
帰
国
し
た
日
本
人
と
そ
の
配

偶
者
・
家
族
へ
の
協
力
と
援
助
な
ど
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
井
笠
支
部
準
備
会
が
発
展
し
、
日

中
国
交
回
復
５０
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、

井
原
市
で
講
演
と
文
化
の
集
い
が
開
催
出
来

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
指
導
、
支
援
を

い
た
だ
い
た
日
中
友
好
協
会
本
部
の
方
々
並

び
に
結
成
総
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
華
僑
華

人
総
会
劉
会
長
、
中
国
人
留
学
生
・
中
国
語

講
師
劉
燓
艶
さ
ん
、
岡
山
県
帰
国
者
友
の

会
井
堀
風
才
さ
ん
（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

い
ほ
り
）
に
厚
く
お
礼
の
言
葉
を
送
り
ま
す
。 

 

お
話
し
さ
れ
る
井
堀
風
才
さ
ん 

日中岡山県連合会第 1回理事会 

と き：2022年 4月 26日（火）１４：３０～ 

ところ：岡山県民主会館 1階 

内 容①予算案の作成 

    ②役員の担当を決める 

    ③新支部結成のとりくみ 

    ④関係機関・団体へのあいさつ 

⑤その他 

 


